2010年7月6日

《金融/M&A》

職務経歴書

氏名　○○　○○
　※1

■略歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○△大学△▽学部卒業。199×年、株式会社○△□銀行入行。支店に配属後OJT にて預金・融資・外為の知識を習得。法人取引業務を担当し、企業の財務分析業務スキルを習得する。その後、本店投資銀行本部M&A 部に配属される。企業の買収・合併についてのアドバイザリー業務を行う。

20××年に株式会社○△□銀行を退職し、株式会社○□証券に入社。M&A 部門にて国内およびクロスボーダーの案件発掘のマーケティング活動、クロージングまでを行う。

■職務経歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
株式会社○△□銀行 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　199×年4月～200×年3月

事業内容：　　　　　　　　　本社所在地：　　　　　　資本金：　　　　　　　従業員数：　

【業務内容】

△△支店に配属（199×年4月～200×年10月）
◇テラー業務を通じて預金事務全般
◇個人向けローン、中小企業約１５社の融資業務
◇個人向け資産活用アドバイス業務

本店投資銀行本部　M&A 部に配属　（200×年10月～200×年3月）   ◎　　　※2
エネルギー、化学業界のM&A アドバイザリー業務に従事。
◇対象企業に対してのM&A,アライアンス等を含む事業戦略・企業戦略の提案営業を実施。

◇候補先の選定、案件ストラクチャー構築支援。
◇M&A 対処企業のバリュエーション、交渉支援、ドキュメンテーション支援、アドバイザリー業務を行う。
◇対象企業のデューデリジェンス

◇ドキュメンテーション作成支援

　◇弁護士との連携、プレゼンテーション資料作成

200×年3月　　株式会社○△□銀行　○○の理由により退職
株式会社○□証券 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200×年4月～現在
事業内容：　　　　　　　　　本社所在地：　　　　　　資本金：　　　　　　　従業員数：　

【業務内容】

◎投資銀行本部M&A 部に配属
　◇国内およびクロスボーダーのM&A 案件の遂行
◇海外案件についてのバリュエーション、ドキュメンテーション
◇M&A 戦略の策定

【案件例】　　※3
・化学メーカーA 社
北米、欧州における合弁会社設立に関するアドバイザリー業務
・製薬メーカーB 社
医療用品事業拡大のための買収戦略に関するアドバイザリー業務　

※現在に至る

【所有資格】

　資格等証券アナリスト資格＜20××年＞
TOEIC 890 点

※1　冒頭で略歴をまとめることで、経験内容が一目で分り、強みやアピール点が明確に伝わってきます。

　※2　バリュエーションからエグゼキューションまでを経験したことが最大の強みになるため、工程を含めて明記できていると大変理想的です。

※3　どんな案件でどんな業務に携わったかが分りやすく書かれています。伏せなければならない案件も、可能な範囲で具体的に表記し(国・業界・規模など)、スキルわ伝えましょう。







